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　いよいよ子どもたちにとって待ち遠しい夏休みがやってき
ます。夏休みは様々なことを体験する絶好のチャンスです。
読書もその一つです。図書館では小学生への応援グッズ「読
書ノート」を作製し、全館で配付しています。自分が一番面
白いと感じたところを記録してください。あとで読み返すこ
とも楽しいものです。また、「ロボット『Pepper（ペッパー）』
に会える図書館」の池袋図書館・目白図書館の２館では小
学生対象に「読書通帳」を配付しています。通帳を機械にか
ければ貯金のように『本』という知識や感動が貯まっていく
のがわかります。いずれも利用登録が必要ですが、その場
ですぐに登録できますので、これをきっかけにぜひ、お近く

の図書館にお越しください。この他「図書館タンテイ」など
のイベントが目白押しです。読書の楽しみは様々ですが、図
書館は子どもたちの知恵と力になることを願っています。図
書館で涼しい夏を過ごしましょう！
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。
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茶
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Ｆ
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仕
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。
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豊
島
区
は
、平
成
26
年
5
月
に
、日
本
創
成
会
議
よ
り
、

23
区
で
唯
一「
消
滅
可
能
性
都
市
」と
の
指
摘
を
受
け
た
。

区
は
緊
急
対
策
本
部
を
設
置
し
、「
女
性
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ

く
り
」
を
掲
げ
て
、「
と
し
ま
Ｆ
１
会
議
」
を
設
置
し
た
。「
Ｆ

１
」
と
は
、
広
告
・
放
送
業
界
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
用
語
で
、

20
代
か
ら
34
歳
ま
で
の
女
性
を
指
す
言
葉
で
あ
る
。
当
事
者

で
あ
る
Ｆ
１
女
性
を
中
心
と
し
た
32
名
の
委
員
に
よ
る
調
査
、

研
究
を
も
と
に
提
案
さ
れ
た
事
業
の
中
か
ら
、
11
事
業
に

８
８
０
０
万
円
の
予
算
が
27
年
度
に
計
上
さ
れ
た
。「
若
い
女

性
の
声
を
直
接
予
算
に
反
映
し
た
の
は
、
区
政
史
上
初
め
て
」

（
高
野
区
長
）
と
い
う
画
期
的
な
こ
と
だ
っ
た
。「
と
し
ま
Ｆ

１
会
議
」
は
自
治
体
の
政
策
形
成
に
参
画
す
る
機
会
が
ほ
と

ん
ど
な
か
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
若
い
女
性
の
視
点
を
可
視
化

さ
せ
、
事
業
化
を
実
現
さ
せ
る
初
め
て
の
試
み
だ
っ
た
こ
と

か
ら
、
社
会
的
に
も
大
き
な
関
心
を
集
め
た
。
実
際
、
キ
ッ

ク
オ
フ
イ
ベ
ン
ト
「
と
し
ま
１
０
０
人
女
子
会
」
に
は
14
社

も
の
マ
ス
コ
ミ
が
参
加
者
の
周
り
を
囲
み
、
そ
の
後
も
複
数

の
マ
ス
コ
ミ
が
「
と
し
ま
Ｆ
１
会
議
」
に
注
目
し
続
け
て
く

れ
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
生
産
性
出
版
の
編
集
者
か
ら
「『
と

し
ま
Ｆ
１
会
議
』
を
本
に
ま
と
め
て
み
ま
せ
ん
か
」
と
打
診

を
い
た
だ
い
た
の
は
、
豊
島
区
の
「
女
性
に
や
さ
し
い
ま
ち

づ
く
り
」
が
軌
道
に
乗
り
始
め
た
２
０
１
５
年
の
秋
ご
ろ
で

あ
る
。
願
っ
て
も
な
い
こ
と
！　

と
ま
さ
に
「
Ｆ
１
レ
ー
ス
」

並
み
の
ス
ピ
ー
ド
で
本
づ
く
り
が
始
ま
っ
た
。
主
な
執
筆
者

は
Ｆ
１
会
議
の
委
員
と
会
議
の
す
べ
て
の
プ
ロ
セ
ス
に
深
く

関
わ
っ
て
い
た
豊
島
区
職
員
。

　

本
書
は「
と
し
ま
１
０
０
人
女
子
会
」、「
と
し
ま
Ｆ
１
会
議
」

で
の
チ
ー
ム
編
成
か
ら
プ
ラ
ン
発
表
、
提
案
事
業
の
予
算
化

な
ど
、
女
性
た
ち
の
提
案
が
区
政
に
い
か
に
反
映
さ
れ
た
か
、

そ
の
プ
ロ
セ
ス
が
臨
場
感
い
っ
ぱ
い
に
記
さ
れ
て
い
る
。
み

ん
な
で
候
補
を
出
し
な
が
ら
、
あ
あ
で
も
な
い
、
こ
う
で
も

な
い
と
決
め
た
本
の
タ
イ
ト
ル
は
『
と
し
ま
Ｆ
１
会
議
│

消
滅
可
能
性
都
市
２
７
０
日
の
挑
戦
』。「
豊
島
区
を
消
滅
さ

せ
な
い
！
」
と
い
う
「
と
し
ま
Ｆ
１
会
議
」
の
熱
い
思
い
が

ギ
ュ
ッ
と
詰
ま
っ
た
一
冊
。
ぜ
ひ
、
豊
島
区
立
図
書
館
で
お

手
に
取
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

 

出
版
ス
ト
ー
リ
ー
「
と
し
ま
Ｆ
１
会
議
」

子どもたちに「読書の貯蓄」をすすめます
～ 読 書 ノ ー ト・読 書 通 帳 ～

　

最
近
最
も
驚
い
た
ニ
ュ
ー
ス
の
一
つ
は
、
山
口
県
周し

ゅ
う

南な
ん

市
が
来
春

オ
ー
プ
ン
す
る
図
書
館
に
、
中
身
が
空
洞
の
「
ダ
ミ
ー
本
」

３
万
５
千
冊
を
、
約
１
５
２
万
円
で
購
入
す
る
計
画
を
立
て
て
い
た

こ
と
で
し
た
。
な
ぜ
そ
ん
な
こ
と
を
？　

と
い
え
ば
、「
本
に
囲
ま

れ
た
圧
倒
的
な
空
間
づ
く
り
を
演
出
す
る
」
た
め
な
の
だ
と
か
。
ダ

ミ
ー
本
は
完
全
に
、
来
館
者
に
「
う
お
っ
」
と
思
わ
せ
る
た
め
の
装

飾
用
小
道
具
と
い
う
位
置
づ
け
で
す
。
こ
の
図
書
館
、
10
万
冊
収
容

可
能
な
い
わ
ゆ
る
「
ツ
タ
ヤ
図
書
館
」
の
一
つ
で
す
が
、
約
３
分
の

１
が
ダ
ミ
ー
本
と
あ
っ
て
は
、
誰
の
た
め
の
、
何
を
目
的
と
す
る
図

書
館
な
の
で
し
ょ
う
？　

読
め
な
い
、
貸
し
出
せ
な
い
、
蔵
書
に
も

な
ら
な
い
―
―
そ
ん
な
お
飾
り
で
占
め
ら
れ
た
ま
が
い
も
の
の
文
化

施
設
に
、
税
金
を
使
っ
て
い
い
も
の
か
…
…
。
さ
す
が
に
議
論
が
巻

き
起
こ
っ
て
い
る
様
子
で
す
。
ど
う
い
う
結
論
に
落
ち
着
く
か
、
顛て

ん

末ま
つ

を
聞
く
の
が
楽
し
み
で
す
。

　

さ
て
、
今
回
か
ら
こ
の
コ
ラ
ム
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
く
私
は
長

ら
く
雑
誌
の
編
集
者
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
中
央
公
論
社
（
現
在
の

中
央
公
論
新
社
）
発
行
の
「
婦
人
公
論
」「
中
央
公
論
」、
新
潮
社
の

季
刊
誌
「
考
え
る
人
」
の
そ
れ
ぞ
れ
編
集
長
を
務
め
て
き
ま
し
た
。

こ
の
間
、
い
ろ
い
ろ
な
先
輩
に
教
え
ら
れ
た
こ
と
は
多
々
あ
り
ま
す

が
、
あ
る
先
輩
は
「
好
き
な
作
家
の
本
は
必
ず
３
冊
買
い
揃そ

ろ

え
る
」

と
語
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
ず
１
冊
は
、
徹
底
的
に
そ
の
本
を
読
み
込

む
た
め
の
格
闘
相
手
と
し
て
。
次
の
１
冊
は
、
自
宅
の
本
棚
に
並
べ

て
、
そ
の
本
を
愛
で
な
が
ら
と
も
に
暮
ら
し
た
い
と
い
う
愛
書
家
の

快
楽
の
た
め
。
最
後
の
１
冊
は
、
誰
か
に
そ
の
本
を
「
読
め
！
」
と

言
っ
て
勧
め
る
た
め
で
し
た
。

　

こ
の
話
が
忘
れ
ら
れ
な
い
の
は
、
こ
れ
が
編
集
者
の
基
本
動
作
に

も
つ
な
が
る
か
ら
で
す
。
著
書
を
徹
底
的
に
読
み
込
み
理
解
す
る
、

次
に
自
分
の
知
的
宇
宙
に
そ
の
本
を
位
置
づ
け
る
、
さ
ら
に
そ
れ
を

読
者
に
伝
え
て
広
め
る
、
と
い
う
―
―
。
中
身
が
空
っ
ぽ
の
ダ
ミ
ー

本
と
聞
い
て
、
久
々
に
こ
の
先
輩
の
教
え
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
エ

セ
文
化
人
を
見
る
と
「
ゴ
ミ
だ
」「
ク
ズ
だ
」
と
悪
態
を
つ
く
の
が
、

こ
の
人
の
も
う
一
つ
の
癖
で
し
た
の
で
。

編
集
者
の
基
本
動
作

ほ
ぼ
日
の
学
校
長
／
編
集
者
　

河
野
　
通
和

こらこら

bo]

河野　通和（こうの　みちかず）

プロフィール
1953年岡山市生まれ。東京大学卒業
後、中央公論社（現在の中央公論新
社）入社。「婦人公論」「中央公論」編
集長を歴任。その後、新潮社で季刊誌
「考える人」編集長を務める。本年4月
「ほぼ日」に入社し、ほぼ日の学校長。

第
1
回
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山
やま

田
だ

　英
ひで

春
はる

1962年東京生まれ。
著書に『巨石』『不思議で美しい石の
図鑑』『石の卵』『奇妙で美しい石の世
界』などがある。

生涯の一冊
（44）

■『
石
の
花
』

パ
ー
ヴ
ェ
ル
・
バ
ジ
ョ
ー
フ
著

島
原
落
穂
訳
／
Ａ
・
ベ
リ
ュ
ー
キ
ン 

画

童
心
社　

１
９
７
９
年

　

私
は
本
の
装
丁
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
世
界

の
様
々
な
石
を
紹
介
す
る
本
を
書
い
て
い
ま
す
の
で
、
石

に
ま
つ
わ
る
本
で
お
勧
め
の
作
品
は
？　

と
聞
か
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
、バ
ジ
ョ
ー
フ
の『
石
の
花
』

を
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
な
ら
子
供
の
頃
読
ん
だ
と

い
う
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
大
人
に
な
っ
て
読
む
と

ま
た
味
わ
い
深
い
の
で
す
。

　
『
石
の
花
』
は
一
九
三
五
年
に
書
か
れ
た
、
一
八
世
紀

〜
一
九
世
紀
頃
の
ロ
シ
ア
の
ウ
ラ
ル
地
方
を
舞
台
に
し
た

幻
想
的
な
創
作
童
話
集
で
す
。
孔
雀
石
の
採
れ
る
銅
山
と

そ
の
周
辺
に
生
き
る
人
た
ち
、
そ
し
て
、
山
の
奥
深
く
に

す
む
妖
し
く
不
思
議
な
も
の
に
つ
い
て
語
る
短
編
集
で
す
。

創
作
で
す
が
、
当
時
の
銅
山
の
所
有
者
や
採
掘
場
の
監
督
、

過
酷
な
労
働
を
強
い
ら
れ
る
坑
夫
た
ち
の
様
子
な
ど
、
多

く
が
史
実
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。

　

孔
雀
石
は
深
い
緑
色
で
、
そ
の
名
の
通
り
、
孔
雀
の
尾

羽
根
の
よ
う
な
流
麗
な
渦
巻
き
模
様
が
特
徴
で
す
。
と
て

も
美
し
い
石
で
す
が
、
模
様
を
じ
っ
と
見
て
い
る
と
心
惑

わ
さ
れ
る
よ
う
な
妖
し
さ
、
禍
々
し
さ
を
感
じ
さ
せ
る
石

で
も
あ
り
、
そ
れ
は
こ
の
童
話
集
全
体
に
貫
か
れ
た
イ

メ
ー
ジ
で
も
あ
り
ま
す
。

　

収
録
作
中
、私
が
最
も
好
き
な
連
作「
銅や

ま山
の
あ
ね
さ
ま
」

と
「
孔
雀
石
の
小
箱
」
は
、
貧
し
い
青
年
坑
夫
と
彼
の
娘

の
数
奇
な
運
命
を
描
い
た
作
品
で
す
。
坑
夫
は
山
で
鉱
山

の
化
身
で
あ
る
妖
艶
な
女
性
「
銅
山
の
あ
ね
さ
ま
」
に
会
い
、

見
初
め
ら
れ
ま
す
。
彼
は
若
く
し
て
亡
く
な
り
ま

す
が
、
彼
の
娘
に
は
あ
ね
さ
ま
か
ら
も
ら
っ
た
宝
石

の
入
っ
た
孔
雀
石
の
小
箱
が
残
さ
れ
ま
す
。
娘
は
美
し
く

成
長
し
、
あ
ね
さ
ま
と
心
を
通
わ
せ
る
者
と
な
り
、
周
囲

の
者
た
ち
を
眩げ
ん

惑わ
く

し
な
が
ら
、
や
が
て
こ
の
世
の
贅ぜ
い

を
つ

く
し
た
豪
華
な
宮
殿
で
皇
帝
の
妃
に
謁
見
し
ま
す
│
│
。

　

人
間
の
欲
望
、
富
へ
の
執
着
を
、
そ
れ
ら
を
超
越
し
た

自
然
の
圧
倒
的
な
美
と
の
対
比
で
寓
話
的
に
描
い
た
作
品

で
す
が
、
作
者
が
自
分
が
育
っ
た
地
の
伝
承
を
元
に
書
い

て
い
る
た
め
、
全
体
に
底
知
れ
な
い
夢
幻
の
空
気
が
み
な

ぎ
っ
て
い
ま
す
。

　

平
易
に
訳
さ
れ
た
童
話
で
す
が
、
深
み
の
あ
る
幻
想
文

学
作
品
で
あ
り
、
実
際
の
孔
雀
石
の
姿
を
知
っ
て

読
む
と
さ
ら
に
イ
メ
ー
ジ
が
広
が
り
ま
す
。

石
の
不
思
議
な
魅
力
を
伝
え
る この本カフェ

❦ Café  KONOHON ❦

〜

トキワ 荘 に 思 い を 寄 せ て

❦ 今回のテーマ ❦

『10』にこだわる！
書名  『十年後のこと』
暁方ミセイ 他／著　河出書房新社　2016年
　十年という時間の流れのどこに自分を置くか。その位置によって、流れの渦の見え
方は、様々に変化する。３５人もの力を借りて十年という時間をプロットすると、こんな
感じになるのか。巻末に多彩な著者の一覧が載せてあるのだが、えっ、この掌編作品
集の並び順は「あいうえお」順。前書きも後書きも省略した一冊。編集者が広げた型破
りの網にかかってみますか。
　十年前あるいは十年後、いったい私は何を思い、何をしているか。今は教えたくない
けどね。 【三瓶  裕雅（さんぺい ゆうが）】

書名  『夢十夜』
夏目漱石／著　新潮社（新潮文庫『文鳥・夢十夜』より）　1976年
　「こんな夢を見た」で始まる夢十夜は、10の話から成る。
　男が、死んだ女の墓の傍で百年待つ、という第一夜。ラストで、負

お

ぶった盲目
の小僧に「お前がおれを殺した」と言われ、初めて人殺しだったと気が付く、怖い
第三夜。それぞれの話は4ページほどでいたって短いが、言葉の一つひとつをゆっ
くり味わっているうちに異空間が立ち上がる。
　最近の私は昨日見た夢もなかなか思い出せないが、漱石の『夢十夜』は目覚め
と共に消えることなく、私たちを心の深いところまで連れて行ってくれる。
 【古川  依子 （ふるかわ よりこ）】

書名  『ねこねこ　10ぴきのねこ』
マーティン・レーマン／さく  ほしかわ なつよ／やく  童話館出版　2003年
　本書は、カーペットの上ですましている猫、浜辺で寝そべる猫、塀の上を歩く
猫など、１０ぴきの猫の様子を紹介した子ども向けの絵本。原題はTEN CATS 
AND THEIR TALE（10ぴきのねことその物語）で、登場する猫はそれぞれ個性
派ぞろいだ。品よく、それでいて周りに媚びるでもなく、気ままに生きる様子は、
なんだかとても爽やか。各ページの猫をじーっと見つめていると、今にも動き出
しそう。読み聞かせをすれば、お子さんと一緒に「十匹十色」の猫の物語を楽し
むことができますよ。にゃーお ^^ 【佐藤  壮広 （さとう たけひろ）】
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寄稿者はとしまコミュニティ大学の学習者の内、登録して学んでいる「マナビト生」です。マナビトゼミ担当の人類学者佐藤
壮広氏の指導のもと、毎回テーマに合わせて文学、児童書、評論や科学などの分野からお薦め本を1冊紹介しています。

10
杯
目

　いらっしゃいませ！ 10杯目の「この本カフェ」をお届けいたします。「旅先
で読みたい本」「こたつで読みたい本」「ジャンプしたくなる本」「背筋がゾッ
とする本」など、毎回のテーマに沿った本を３冊ずつ紹介してきました。でも、
「カフェ」と言いながら、これまでコーヒーも出さずにごめんなさい。11杯目か
らは、「リアル・この本カフェ」も時々開店します。本と飲み物で、人生のお
しゃべりを十分に楽しんでいただけるでしょう。どうぞ、お立寄りください。

千早図書館長　矢部　功

　千早図書館を入ると正面に「鉄人28号」が出
迎えてくれる。「鉄人28号」は、千早に45年間
住んでいた横山光輝の代表作だが、実は僕には
マンガの聖地・トキワ荘に個人的な思いがある。
　昭和38年正月、小学3年の僕は秩父の山脈が
窓越しに大きく見える埼玉県西部の病院に入院
していた。ウィルスが心臓に感染し、弁膜の機
能に不具合を生じさせる病気だ。前年の10月
に入院し、当初は高熱が続き、体中の関節が痛
み、歩くことさえ困難だった。年が明ける頃に
は外見上はすっかり元気になったが、心臓に負
担がかかる行動は禁止で、毎日退屈でたまらな
かった。
　そんなとき隣のベッドの子が「鉄腕アトム」
や「鉄人28号」を連載していた漫画雑誌をよ
く貸してくれた。退屈しのぎに、毎号全てをノー
トに書き写しているうちに、手塚治虫や横山光
輝のキャラクターに似せた登場者でストーリー
漫画を描くようになった。叔母が見舞いに来た
とき、「上手いね。これなら将来漫画家になれ
るよ。頑張れ。」とよく元気づけてくれた。3
月に退院した僕はその後も運動は禁止で益々漫

画にのめり込んだ。「虫プロダクション友の会」
に入会し、機関誌「鉄腕アトムクラブ」を毎月
読んで、手塚治虫やアニメの情報を得た。たま
に、「鉄腕アトム」や「ジャングル大帝」、「リボ
ンの騎士」などの実物のアニメセル画も付録で
貰えるのが楽しみだった。小学校卒業の頃には
ストーリー漫画を級友に配り面白がられてい
た。担任の先生は「君はきっと漫画家になるか
ら記念にするよ。」と言われ2作渡した。
　僕の漫画熱も高校受験を向かえる頃には、次
第に下がっていった。ちょうどこの頃虫プロダ
クションが倒産し、友の会も解散した。手塚治
虫が大変な時期を向かえた頃だ。その後の僕は
残念ながら先生の期待には乗れず、豊島区職員
になっていた。
　その後トキワ荘の跡地には日本加除出版がで
きたとのことだが、僕はこの出版社から1996
年に当時仕事で携わっていた戸籍事務のコン
ピュータ化に関する本を出している。入稿が締
め切りに間に合わず、出版社に泊まり込みの缶
詰にされた。そこがトキワ荘の跡地であること
を後で知って驚いた。これも何かの縁かな。
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﹃
赤
い
鳥
﹄
か
ら
﹁
黄
金
バ
ッ
ト
﹂
へ

　
│ 

豊
島
区
と
児
童
文
化 

│

『
赤
い
鳥
』
の
誕
生

　

豊
島
区
は
、
１
９
３
２
（
昭
和
７
）
年
、
旧
北

豊
島
郡
の
巣
鴨
・
西
巣
鴨
・
高
田
・
長
崎
各
町
を

合
わ
せ
て
新
設
さ
れ
た
区
だ
。
さ
か
の
ぼ
る
こ
と

14
年
、
１
９
１
８
（
大
正
７
）
年
７
月
、
そ
の
高

田
か
ら
日
本
の
児
童
文
学
に
一
時
代
を
画
し
た
雑

誌
『
赤
い
鳥
』
が
世
に
送
り
出
さ
れ
た
。
豊
島
区

立
郷
土
資
料
館
『
こ
ど
も
の
再
発
見
―
豊
島
の
児

童
文
化
運
動
と
新
学
校
―
』（
１
９
９
１
年
）
に
は
、

「
大
正
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
の
豊
島
区
地
域

が
、
児
童
文
化
運
動
と
自
由
教
育
運
動
の
発
祥
地

で
あ
り
、
中
心
地
で
あ
っ
た
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

子
ど
も
の
た
め
の
二
つ
の
運
動
の

発
祥
地
・
豊
島
区

　

児
童
文
化
運
動
と
は
、『
赤
い
鳥
』に
加
え
、次
々

に
創
刊
さ
れ
た
『
お
と
ぎ
の
世
界
』・『
金
の
船
』・

『
童
話
』
と
い
っ
た
雑
誌
を
舞
台
に
し
て
、
童
話
・

童
謡
・
童
画
な
ど
、
童
心
主
義
と
も
称
さ
れ
る
清

新
な
内
容
と
ス
タ
イ
ル
で
、
子
ど
も
の
た
め
の
文

化
創
造
が
盛
ん
に
な
っ
た
こ
と
を
い
う
。

　

自
由
教
育
運
動
は
、
画
一
的
な
公
敎
育
に
反
対

し
、
子
ど
も
の
自
由
を
教
育
の
基
本
理
念
に
掲
げ

る
も
の
で
、
そ
の
実
現
を
め
ざ
す
新
学
校
が
後
の

豊
島
区
域
に
次
々
と
創
立
さ
れ
た
。
１
９
１
２

（
明
治
45
）年
の
帝
国
小
学
校（
巣
鴨
）、
１
９
１
５

（
大
正
４
）年
の
成
蹊
小
学
校（
池
袋
）、
１
９
２
１

（
大
正
10
）年
の
自
由
学
園（
雑
司
ヶ
谷
）、
そ
し
て

１
９
２
４（
大
正
13
）年
の
池
袋
児
童
の
村
小
学
校

（
池
袋
）で
あ
る
。

　

こ
の
二
つ
の
運
動
が
、
豊
島
区
を
そ
の
発
祥
の

地
と
し
て
ど
ち
ら
も
全
国
的
に
展
開
さ
れ
て
い
っ

た
こ
と
は
、
も
っ
と
注
目
さ
れ
て
よ
い
こ
と
だ
。

背
景
に
は
、
都
市
部
に
お
け
る
新
中
間
層
の
増
加

が
あ
る
。
安
定
し
た
給
与
収
入
を
保
証
さ
れ
た
会

社
員
・
公
務
員
・
教
員
な
ど
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は

世
襲
で
は
な
く
、
学
歴
に
よ
っ
て
獲
得
さ
れ
る
職

業
で
あ
る
か
ら
、
彼
ら
は
自
ら
の
子
ど
も
に
よ
り

よ
い
学
校
教
育
を
望
む
と
と
も
に
、
家
庭
で
も
よ

り
よ
い
読
み
物
を
与
え
よ
う
と
し
た
、
と
い
う
わ

け
で
あ
る
。

　

都
心
部
に
比
べ
て
地
価
も
安
く
、
住
宅
が
建
て

や
す
か
っ
た
当
時
の
豊
島
区
域
に
、
そ
う
し
た
運

動
を
進
め
よ
う
と
す
る
専
門
家
（
作
家
・
詩
人
・

画
家
や
教
員
）
が
住
み
着
き
、
同
時
に
そ
の
支
持

者
と
な
っ
た
親
子
も
大
勢
暮
ら
し
て
い
た
。

人
口
の
急
増
と
街
頭
紙
芝
居
の
登
場

　

一
方
、
そ
の
後
の
豊
島
区
域
で
は
、
よ
り
貧
し

い
人
た
ち
の
数
が
急
増
し
た
。
こ
の
地
域
の
人
口

は
、
１
９
２
０
（
大
正
９
）
年
の
11
万
人
か
ら

１
９
３
０
（
昭
和
５
）
年
の
24
万
人
へ
と
、
10
年

間
に
倍
以
上
に
増
加
し
て
い
る
。
都
市
化
に
よ
っ

て
都
心
部
に
あ
っ
た
工
場
が
郊
外
に
移
転
し
、
工

場
労
働
者
が
増
加
し
た
こ
と
と
、
１
９
２
３
（
大

正
12
）
年
に
起
き
た
関
東
大
震
災
の
後
、
甚
大
な

被
害
を
被
っ
た
下
町
か
ら
、
被
災
者
が
多
数
移
住

し
て
き
た
こ
と
が
原
因
と
さ
れ
て
い
る
。
豊
島
区

域
に
は
、
安
定
し
た
新
中
間
層
の
住
む
地
域
と
、

不
安
定
な
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
下
層
の
人
々

の
住
む
地
域
と
の
両
方
が
出
来
上
が
っ
の
だ
。

　

１
９
２
９
（
昭
和
４
）
年
に
起
こ
っ
た
世
界
大

恐
慌
は
日
本
に
も
大
量
の
失
業
者
を
生
ん
だ
が
、

そ
の
失
業
者
た
ち
が
飛
び
つ
い
た
職
業
の
一
つ
に
、

街
頭
で
子
ど
も
相
手
に
駄
菓
子
を
売
っ
て
紙
芝
居

を
見
せ
る
街
頭
紙
芝
居
が
あ
っ
た
。１
９
３
０（
昭

和
５
）
年
の
末
、現
在
の
台
東
区
で
生
ま
れ
た
「
黄

金
バ
ッ
ト
」
が
下
町
の
貧
し
い
子
ど
も
た
ち
の
間

で
大
人
気
と
な
り
、
街
頭
紙
芝
居
屋
は
急
増
し
た
。

１
９
３
５
（
昭
和
10
）
年
、
当
時
の
東
京
市
社
会

局
は
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
悪
影
響
を
案
じ
る
と
と

も
に
、
紙
芝
居
屋
と
い
う
新
し
い
職
業
の
実
態
を

探
る
た
め
に
調
査
を
行
い
、
報
告
書
『
紙
芝
居
に

関
す
る
調
査
』
を
発
表
し
て
い
る
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
、
街
角
の
あ
ち
こ
ち
で
紙
芝
居

を
見
せ
な
が
ら
駄
菓
子
を
売
り
歩
く
紙
芝
居
屋
は
、

そ
の
紙
芝
居
を
有
料
で
貸
し
出
す
貸
元
に
所
属
し

て
い
た
。貸
元
の
所
在
地
の
ほ
と
ん
ど
は
荒
川
区
・

台
東
区
・
墨
田
区
な
ど
下
町
で
あ
っ
た
が
、
豊
島

区
に
も
一
つ
貸
元
が
存
在
し
て
い
た
。
紙
芝
居
屋

の
人
数
も
、
最
も
多
い
荒
川
区
の
93
人
に
対
し
て

豊
島
区
に
も
32
人
い
た
。
つ
ま
り
、
豊
島
区
は
山

の
手
で
は
唯
一
、
街
頭
紙
芝
居
の
盛
ん
な
地
域
で

あ
り
、
そ
れ
だ
け
の
営
業
を
可
能
に
す
る
お
客
、

つ
ま
り
下
層
の
子
ど
も
た
ち
も
大
勢
い
た
と
い
う

こ
と
に
な
る
。

子
ど
も
た
ち
に
届
け
ら
れ
る
物
語
文
化

　
「
童
話
」を
文
字
通
り
に
解
釈
す
る
と
、児
童（
子

ど
も
）
に
届
け
ら
れ
る
話
（
物
語
）
と
な
る
。
そ

の
意
味
で
は
、
紙
芝
居
「
黄
金
バ
ッ
ト
」
も
一
つ

の
童
話
で
あ
る
。
大
正
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
、

『
赤
い
鳥
』
を
生
み
、「
黄
金
バ
ッ
ト
」
を
受
け
入

れ
た
豊
島
区
は
、
当
時
の
日
本
に
お
け
る
子
ど
も

た
ち
の
置
か
れ
た
状
況
と
、
彼
ら
に
届
け
ら
れ
た

多
様
な
物
語
文
化
が
混
在
し
た
地
域
で
あ
り
、
そ

れ
は
い
わ
ば
日
本
全
体
の
縮
図
で
あ
っ
た
と
も
言

え
よ
う
。

〈
著
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉

白
百
合
女
子
大
学
人
間
総

合
学
部
児
童
文
化
学
科
教

授
。
研
究
分
野
は
近
代
日

本
児
童
文
化
史
。
主
著
と

し
て
『
児
童
文
化
と
は
何

で
あ
っ
た
か
』（
日
本
児

童
文
学
学
会
奨
励
賞
受
賞
）
が
あ
り
、
近
年
は
紙
芝
居
の

研
究
も
手
が
け
て
い
る
。

浅
あさ

岡
おか

　靖
やす

央
おう

こ
ど
も
時
代
の
愛
読
書
（
全
３
回
）  

第
１
回　
『
南
総
里
見
八
犬
伝
』

　

子
ど
も
の
頃
に
読
ん
だ
本
と
い
う
も
の
は
、
年
を
重
ね
て
も
な
お
、
心
の

底
の
思
い
が
け
な
い
重お

も
し石
と
な
っ
て
、
人
の
精
神
を
支
え
て
い
る
よ
う
に
思

い
ま
す
。
昭
和
戦
前
生
ま
れ
の
私
の
愛
読
書
は
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
あ
り
ま

す
が
、今
回
は
江
戸
時
代
の
滝
沢
馬
琴
の
書
い
た
『
南
総
里
見
八
犬
伝
』
を
。

子
ど
も
向
け
だ
っ
た
か
ど
う
か
確
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
か
な
り
分
厚
い

本
で
、
た
だ
し
総
ル
ビ
で
し
た
し
、
当
時
は
ま
だ
旧
カ
ナ
時
代
で
し
た
か
ら
、

も
う
、
は
じ
め
か
ら
ワ
ク
ワ
ク
ド
キ
ド
キ
、
一
色
刷
り
の
挿
絵
と
と
も
に
、

夢
中
に
な
っ
て
読
み
進
め
た
も
の
で
し
た
。

　

安
房
の
国
守
里
見
義
実
は
、
戦
い
の
中
で
窮
地
を
救
っ
て
く
れ
た
犬
の

八や
つ
ぶ
さ房

に
、
約
束
通
り
愛
娘
を
与
え
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
姫
の
名
は

伏ふ
せ
ひ
め姫
、
こ
こ
に
も
人
と
犬
の
字
が
出
て
来
ま
す
が
、
姫
は
白び
ゃ
く
え衣
に
身
を
包
み
、

役え
ん
の
ぎ
ょ
う
じ
ゃ

行
者
か
ら
授
か
っ
た
八
つ
の
珠
、「
仁
義
礼
智
信
忠
孝
悌
」
の
八
文
字

の
浮
き
出
て
い
る
水
晶
の
珠
数
を
頸く

び

に
か
け
、
八
房
の
背
に
乗
っ
て
山
に
消

え
て
行
き
ま
す
。

　

や
が
て
姫
は
犬
の
情
に
感
応
し
て
身
ご
も
り
、
自
ら
刃
を
わ
が
身
に
つ
き

立
て
て
死
ん
で
行
き
ま
す
。
す
る
と
そ
の
時
、
ふ
し
ぎ
な
雲
が
湧
い
て
、
首

の
珠
数
を
包
ん
で
中
空
に
漂
い
、
一
瞬
、
糸
が
切
れ
て
、
八
つ
の
珠
が
四
方

に
散
っ
て
行
く
の
で
す
。

　

や
が
て
そ
の
珠
を
授
け
ら
れ
、
牡
丹
の
痣あ

ざ

を
身
に
帯
び
て
各
地
に
生
ま
れ

た
八
人
が
、
義
兄
弟
の
約
を
交
わ
し
て
里
見
の
た
め
に
闘
う
、
と
い
う
、
勇

壮
な
物
語
に
続
き
ま
す
。
そ
の
八
人
す
べ
て
「
犬
」
の
入
っ
た
苗
字
を
持
っ

て
お
り
、
犬
塚
信し

の乃
、
犬
坂
毛け

野の

、
犬
江
親
兵
衛
は
じ
め
、
犬
川
、
犬
飼
、

犬
田
、
犬
山
、
犬
村
の
八
犬（
剣
）士
。
犬
の
八
房
の
名
も
八
犬
士
の
八
に
関

わ
り
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
。

　

中
で
も
私
の
大
好
き
だ
っ
た
の
が
犬
塚
信
乃
。
色
白
の
美
男
子
で
、
歌
舞

伎
で
は
「
芳
流
閣
の
戦
い
」
で
大
屋
根
の
上
で
大お

お
た
ち
ま
わ

立
回
り
を
す
る
素
敵
な
役
。

そ
れ
に
、
こ
の
話
に
は
「
武
蔵
国
豊と

し
ま
の
こ
お
り
す
が
も

島
郡
菅
菰
大
塚
の
村
」
と
い
う
の
が
出

て
来
て
、
昔
曽
祖
父
が
建
て
た
巣
鴨
五
丁
目
（
大
塚
に
近
い
）
の
家
で
生
ま

れ
た
と
い
う
私
に
と
っ
て
は
、
た
い
そ
う
身
近
な
話
だ
っ
た
の
で
す
。

作
家
・
歌
人

尾お

崎ざ
き　

左さ

永え

子こ

巣
鴨
生
ま
れ
。
東
京
女
子
大
学
国
語
科
卒
業
。
佐
藤
佐
太

郎
に
短
歌
を
、
松
尾
聡
に
古
典
を
学
ぶ
。
歌
集
『
さ
る
び

あ
街
』（
第
４
回
日
本
歌
人
ク
ラ
ブ
推
薦
優
秀
歌
集
）、
著

書
に
『
源
氏
の
恋
文
』（
第
32
回
日
本
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
ク

ラ
ブ
賞
）、『
佐
太
郎
秀
歌
私
見
』
で
第
６
回
日
本
歌
人
ク

ラ
ブ
大
賞
受
賞
。
ほ
か
多
数
。

豊
島
区話

童
と

全３回
第１回

『赤い鳥』復刊第１巻第１号
鈴木三重吉／主幹
清水良雄／表紙絵
日本近代文学館　1981年
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図 書 館 イ ベ ン ト 情 報
★…児童・あかちゃん向け　●…一般向け

毎週、本の読み聞かせなどのイベントを行っています。遊びに来てくださいね。

各図書館の
連絡先

□中 央 図 書 館　3983-7861
□駒 込 図 書 館　3940-5751
□巣 鴨 図 書 館　3910-3608
□上池袋図書館　3940-1779

□池 袋 図 書 館　3985-7981
□目 白 図 書 館　3950-7121
□千 早 図 書 館　3955-8361
□雑司が谷図書貸出コーナー　3590-1335

編集後記
本号より新連載が 3つスタートしました！3頁の 2コーナーはどちらも
全 3回連載です。どうぞお楽しみに！中央図書館で 7月から開講する新
講座「源氏物語と仏教」の受講受付が即日定員に達してしまいました。
受講をお断りした皆様、申し訳ありませんでした。（髙松）

お詫びと訂正
前号 2頁「この本カフェ9杯目」で、以下の誤り
がありました。お詫びして訂正いたします。
（正）フレーベル館　　（誤）フルーベル館

7　

月

開
館
時
間

9　

月

中央図書館
平　日　午前10時～午後10時
土日祝　午前10時～午後 6 時

日 月 火 水 木 金 土

◯は土日祝の開館時間　
■は休館日

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

8　

月

駒込・上池袋・千早図書館
● 駒込・上池袋 ●

平　日　午前9時～午後8時
土日祝　午前9時～午後6時

● 千早 ●
平　日　午前9時～午後7時
土日祝　午前9時～午後6時

日 月 火 水 木 金 土

巣鴨・池袋・目白図書館
● 巣鴨 ●

平　日　午前9時～午後7時
土日祝　午前9時～午後6時

● 池袋・目白 ●
平　日　午前9時～午後8時
土日祝　午前9時～午後6時

日 月 火 水 木 金 土

雑司が谷図書貸出コーナー
平　日　午前10時～午後7時
土日祝　午前10時～午後5時

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31

※駒込図書館は、平日は、午前８時から資料の返却と、予約資料の受取りができます。

『図書館通信』は豊島区公式ホームページに掲載しています。　https://www.city.toshima.lg.jp/146/1607050954.html

主催／会場
おはなし会開催日 スペシャルイベント

幼児・小学生 あかちゃん 7月 8月 9月

中央図書館
児童コーナー
(※印は会議室)

日曜日
14:00

最終日曜日
10:30
11:30

●14日・子どもの読書に関する講習会
　14:00～16:00 要申込
★15日・豊島岡女子学園による
　読み聞かせおはなし会 14:00～14:30

★4日・こわいおはなし会※　16:00～17:00
★20日・夏休みこうさく会※　14:00～15:00

★3日・おはなしこうさく会　14:00～14:30
★16日・豊島岡女子学園による
　読み聞かせおはなし会　14:00～14:30

駒込図書館
こまちゃんのへや
(※印は地域文化創造館)

土曜日
15:00

第1水曜日
11:00

★19日・こわいはなしスペシャル　15:00～16:00
★26日・こうさくかい―絵本をつくろう！※
　14:00～15:00

★16日・おはなしをおくろう※　13:00～

巣鴨図書館
地下会議室

水曜日
15:30

第3火曜日
11:00 ★5日・たなばたスペシャル　15:30～16:00 ★2日・こわいはなしスペシャル　15:30～16:00

★16日・かがくあそび　15:30～16:00 ★27日・かみしばいのひ　15:30～16:00

上池袋図書館
おはなしのへや
(※印は地下ホール)

水曜日
15:00

最終水曜日
11:00※ ★8日・親子で楽しむ映画会※　14:00～14:30

★14日～20日・上池袋YAフェスタ
★19日・さくらんぼかがくこうさく会※　11:00～12:00
★26日・親子で楽しむ映画会※　14:00～14:30
　「最後の嘘」ほか

★16日・おはなしをあげよう　10:00～12:00
★23日・さくらんぼ映画会※　13:30～15:00
　「トムとジェリー」

池袋図書館
ワークルーム
(※印は区民集会室)

土曜日
14:30

第1水曜日
11:00

● 12日・読み聞かせ講座 ―夏休みにおすすめの絵
本たち※　11:00～12:00
★24日・煮干しの解剖教室※　14:30～16:30
★29日・図書館タンテイスペシャルおはなし会
　14:30～15:30

★5日・平和について考えるおはなし会
　14:00～15:30
★10日・みんなでポップをかいてみよう
　14:30～15:30

★20日・読み聞かせ講座※　11:00～12:00
★23日・敬老の日スペシャルおはなし会
　14:30～15:30

目白図書館
地下区民集会室

水曜日
15:00

第1水曜日
14:00 ●10日・大人の写真講座　10:00～11:00 ★5日・こわ～いおはなし会　15:00～15:30

★16日・<へいわ>のおはなし会 15:00～15:30
★9日～10日・こどもボイス おはなしをあげよう
●11日・大人の写真講座　10:00～11:00

千早図書館
視聴覚室

水曜日
15:30

水曜日
10:30 ★9日・ほんとこ工作会　15:30～16:00

日程・会場等が変更になることがあります。事前にお問合せください。

1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30 31

1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30 31

1
2 3 4 5 6 7 8
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23 24 25 26 27 28 29
30 31

1
2 3 4 5 6 7 8
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30 31

1 2
3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
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1 2
3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
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1 2
3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30

1 2
3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30

YAフェスタ
　YA（ヤングアダルト）とは「子どもでも大人でもない世代」
のことをいいます。この夏、中高生を対象にしたYAフェスタを
開催します！クイズやポップ作成を行う本のイベントです！参加
賞のプレゼントもあります！ぜひご参加ください！
日 時  8月14日(月) ～8月20日(日) 開館中随時受付
会 場  上池袋図書館YAコーナー
申 込  事前申込不要、無料

開講予告！

書評講座～私に響いたこの本Ⅱ期～ （全3回）
本の書評・短評・ポップを作成し、ポップを図書館に展示します！
講 師  書評家 佐藤 壮広 氏（2頁“この本カフェ”監修者）
日 時  9月20日(水)、10月18日(水)、11月15日(水) 
 18:00～20:00
会 場  中央図書館5階会議室
定 員  20名
参加費 1,000円(高校生以下500円)
展 示  11月25日(土) ～12月21日(木)
申 込  8月より受付開始予定
 (詳細は図書館HP等でお知らせします。）

調べる学習を応援します!! 事前に各館へお申し込みください。

★児童向け調べる学習講座★
なぞときやクイズに挑戦して、

本を使ってわからないことを調べるコツを知ろう！
上池袋図書館「しらべる学習応援講座」
　日 時  7月29日(土) 10:30～12:00　　定 員  15名
目白図書館 「 なぞとき★調べ学習！

　～調べて見つけるって、こんなに楽しい～」
　日 時  7月29日(土) 14:00～15:30　　定 員  6名
駒込図書館 「 子どものための調べ方サポート

　　―怪人こまちゃんからの挑戦状」
　日 時  8月1日(火) 14:00～15:30　　定 員  10名

●おとなの調べる学習講座●
図書館にある検索機OPACの利用方法を説明します。

レファレンス例題を出題しますので、調べものをするときの
解決方法を学べます。

駒込図書館 「気象予報士に聞く！―大人の調べる学習講座」
　日 時  7月15日(土) 14:00～15:30　　定 員  20名
上池袋図書館「大人の調べる学習講座～問題解決力アップ！～」
　日 時  7月22日(土) 13:00～15:00　　定 員  20名
目白図書館 「大人の図書館タンテイ～図書館調べもの講座～」
　日 時  7月29日(土) 10:00～10:30／15:30～16:00　　定 員  15名

図書館クイズに挑戦して、

認定証をもらおう！

図書館にあるたくさんの本の中から答えを探し、

君も図書館タンテイになろう！7月29日（土）～8月6日（日）
開館時～午後4時30分
ただし、8月1日(火)は駒込図書館・上池袋図書館・
千早図書館が休館です。

対象：小学生

図書館 テーマ 内　　　　　　容

中 央 図 書 館 ▶ 真夏のジャングルアドベンチャー ▶ 図書館に突如あらわれたナゾの森―。フシギな生命たちが待
ちうけるこのジャングルから君は脱出することができるか？

駒 込 図 書 館 ▶ 怪人こまちゃんvsこまと探偵団 ▶ 悪い魔法で、こまちゃんが怪人になっちゃった！
君たち「こまと探偵団」と桜の力で、こまちゃんを助けよう！

巣 鴨 図 書 館 ▶ ことしもじぞうトラベルはじめました★ ▶ 乗りものにのっていろいろな世界へ旅をしてみよう。
じぞうガイドが見たことのない世界へご案内します。

上池袋図書館 ▶ 救え！ぼくらのカミィ！ ▶
おそろしい世界に迷いこんでしまった、カミィ。
このままだと優しいカミィが、ブラックカミィに…！
君たちの知恵で、カミィを救い出そう。

池 袋 図 書 館 ▶ 求む！スペースレンジャー！！ ▶ 宇宙にちらばる7つの星をめぐり、さまざまなナゾを解明せよ！
君はスペースレンジャーのあかしをゲットできるかな？

目 白 図 書 館 ▶ ムッシュ・メジロ探検隊とまぼろしの宝 ▶ おさんぽ・ハイキング・アドベンチャーの3つのコースを
探検しよう。君だけの宝を手に入れられるか！？

千 早 図 書 館 ▶ ちはやちゃん、世界食べあるきの旅 ▶ きつねのちはやちゃんと一緒に、世界中のおいしいものを
調査しよう！

子ども点字教室
～点字を書いてみよう、読んでみよう～
点字器を使用して点字を打つ体験、点字に関する図書の紹介

日 時  8月5日(土) 10:30～12:30
会 場  中央図書館5階会議室
対 象  小学3～6年生(複数人での申込み可)
定 員  15名(先着順)
申 込  7月11日（火）　10:00から申込受付
　　　点字図書館　電話 3983-7864

それぞれの図書館のテーマは次のとおりです。事前申し込み不要、参加費無料です！


